
「キャンドルで彩られた
幻想的な灯り」

～ 3万4千人のキャンドルナイトin小豆島（葺田八幡神社）～
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～煌く海、瞳輝く、実りのまち～
きらめ

● 小豆島町の財政状況をお知らせします
● 日本遺産を巡る町政バスを開催します
● 子育ち掲示板
● 子どもの健康相談室
● 第60回 小豆島駅伝競走大会開催に
　　　　　　　伴う交通規制のお願い
● みんなで減災　家庭でできる減災対策
● まちのわだい
● くらしの情報
● くらしのカレンダー
● 小豆島を元気に！私の提言
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小豆島町の財政状況をお知らせします小豆島町の財政状況をお知らせします小豆島町の財政状況をお知らせします
①　平成30年度普通会計の歳入・歳出決算の状況
歳入　93億 3，100 万 2千円 歳出　89億 794 万 1千円

☆歳入から歳出を差し引いた形式収支は、4億 2，306 万 1千円となり、ここから繰越財源を除いた実質
　収支は、3億 6，931 万 8千円の黒字決算となりました。

注記：普通会計とは、地方公共団体間の財政比較を行うため、地方財政統計において用いられている会計区分です。

歳出

衛生費
1,368,620千円

15.4％

町税
1,507,661千円

16.2％

使用料手数料
210,512千円

2.3％

分担金負担金
180,966千円

1.9％

諸収入
188,901千円

2.0％
繰入金

483,288千円
5.2％

繰越金ほか
581,462千円

6.2％

地方交付税
3,822,665千円

41.0％

国庫支出金
584,402千円

6.3％

県支出金
549,774千円

5.9％

町債
824,400千円

8.8％
譲与税交付金など

396,971千円
4.3％

民生費
2,101,927千円

23.6％

総務費
1,684,442千円

18.9％

自主財源
　3,152,790千円
　　33.8％

依存財源　　
　6,178,212千円　

66.2％
教育費

927,499千円
10.4％

公債費
888,632千円

10.0％

土木費
690,847千円

7.8％

消防費
524,186千円

5.9％

商工費
237,577千円

2.7％

農林水産業費
336,794千円

3.8％

議会費 97,428千円 1.1％
労働費 35,116千円 0.4％

災害復旧費 14,873千円 0.2％

②　平成30年度に実施した主な事業

健康・福祉のまち

○小豆島中央病院の運営支援
　　　　　　　　　　　　　384,091千円
○地域包括ケアの推進　　　 31,337千円
○人材確保のための保健医療福祉
　関係職修学資金　　　　　　 9,480千円

産業のまち

○一般廃棄物最終処分場整備事業
　　　　　　　　　　　　　　48,453千円
○空き家バンク運営等の移住定住促進
　　　　　　　　　　　　　　31,304千円
○オリーブバスの利用促進　　13,720千円

教育・文化のまち

○新しい産業づくり条例に基づく起業、
　設備投資支援　　　　　　　 9,974千円
○オリーブ生産拡大の総合支援
　　　　　　　　　　　　　 14,114千円
○有害鳥獣への対策　　　　 47,027千円

行財政改革の推進

○旧池田庁舎の解体撤去　　31,130千円　　　○老健うちのみ跡地の改修　　377,454千円

定住・交流のまち

○私立認定こども園整備補助　21,941千円
○中学校パソコン教室の更新　 8,320千円
○給食配送車両の購入　　　　 5,792千円
○瀬戸内国際芸術祭2019の準備
　　　　　　　　　　　　　　27,755千円

歳入



2019.113

■　指標の説明

○実 質 赤 字 比 率　一般会計の決算における実質赤字額が標準的な収入に対して占める割合を表して　　　　　　　　　　います。

○連結実質赤字比率　一般会計、特別会計の決算における実質赤字額や公営企業会計の資金不足額を合　　　　　　　　　　計した額が標準的な収入に対して占める割合を表しています。

○実質公債費比率
　一般会計における公債費（借金払）、公営企業会計や一部事務組合の公債費に対し

　　　　　　　　　　て一般会計が負担したと認められる額の合計額が標準的な収入に対して占める割
　　　　　　　　　　合を表しています。

○将 来 負 担 比 率　将来的に一般会計が負担する必要のある全ての地方債（借金）や退職手当の負担　　　　　　　　　　見込額などが標準的な収入に対して占める割合を表しています。

※実質収支額については、歳入決算額から歳出決算額を差し引き、翌年度へ繰り越すべき財源を控除して求め
　ます。この実質収支額がマイナスであるときに、実質赤字額が発生することになります。
※標準的な収入とは、行政用語では「標準財政規模」と呼ばれています。地方公共団体が、標準的な状態で通
　常収入されるであろう地方税、地方譲与税、各種交付金、普通交付税などの経常的一般財源の規模をいいま
　す。
※実質赤字額または、連続実質赤字額がない場合および将来負担比率が算定されない場合は、「―」と表示します。

○資 金 不 足 比 率
　地方公営企業法の法適用会計（介護保険施設）では、流動負債の額が流動資産の
　額を超えた場合に資金不足額が発生することになります。

平成 30 年度決算に基づく財政指標の公表

　町の財政状況を知るための指標に、「健全化判断比率」「資金不足比率」があります。
　これらは、町の決算に基づいて計算し、一定の基準を超えた団体は、財政状況に不安があると
判断され、早期健全化に向けた計画の策定など財政運営上一定の義務が課せられます。
　平成30年度の町の各指標は、いずれもが財政悪化のイエローカードを示す早期健全化基準未満
ですので、健全な水準を維持している状況です。　

■　健全化判断比率の状況

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

〔小豆島町〕―（赤字なし）
【香川県平均】―（赤字なし）

〔小豆島町〕―（赤字なし）
【香川県平均】―（赤字なし）

〔小豆島町〕6.0%
【香川県平均】7.2％

〔小豆島町〕―（該当なし）
【香川県平均】25.9％ 350．00％

25．00％ 35．00％

19．70％ 30．00％

14．70％ 20．00％

健　　全 早期健全化団体 財政再生団体

イエローカードの基準値 レッドカードの基準値

介護保険施設事業 ―（資金不足なし） 20．00％

健　　全 経営健全化団体

■　資金不足比率の状況
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無
料
成
人
歯
科
健
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診

集
団
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

自
覚
が
な
い
う
ち
に
進
行
す

る
生
活
習
慣
病
（
心
筋
梗
塞
、

脳
梗
塞
、
糖
尿
病
な
ど
）
の
早

期
発
見
・
予
防
に
は
、
毎
年
１

回
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

今
年
度
受
診
で
き
る
の
は
、

左
記
の
集
団
健
診
が
最
後
と
な

り
ま
す
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い

方
は
、
こ
の
機
会
に
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

対
象
者　

　

40
歳
以
上
で
受
診
日
現
在
に

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
方

※
10
月
末
ま
で
に
指
定
医
療
機

関
で
受
診
さ
れ
た
方
は
除
く
。

※
人
間
ド
ッ
ク
と
健
診
の
両
方

を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

自
己
負
担
金

　

６
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　
　
　

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

日　程 受付時間 実施場所

11月６日㈬

11月７日㈭

11月11日㈪

11月10日㈰

11月12日㈫

11月19日㈫

11月20日㈬

10：00～11：00

13：30～14：30

10：00～10：30

13：30～14：30

10：00～11：00

10：00～10：30

14：00～14：30

10：00～11：00

10：30～11：00

10：30～11：00
※済生丸での受診です。

実 施 日 程

草 壁 公 民 館

働 く 婦 人 の 家

坂 手 公 民 館

福 田 公 民 館

イマージュセンター

西 村 公 民 館

三 都 公 民 館

内 海 福 祉 会 館

田 浦 漁 港 ※

堀越サノヤス前岸壁※

も
し
か
し
て
虐
待
？
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

家
族
や
恋
人
、
施
設
の
職
員
、

会
社
の
人
な
ど
、
あ
な
た
の
こ

と
を
守
っ
て
く
れ
る
は
ず
の
人

が
、
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
き
た

ら
、
そ
れ
は
虐
待
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

虐
待
は
、
暴
力
な
ど
の
「
身

体
的
虐
待
」、
脅
し
や
無
視
な
ど

の
「
心
理
的
虐
待
」、
世
話
の

放
棄
な
ど
の
「
ネ
グ
レ
ク
ト
」、

わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
強
要
す
る

「
性
的
虐
待
」、
お
金
を
勝
手
に

使
う
「
経
済
的
虐
待
」
と
内
容

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、
虐

待
し
て
い
る
つ
も
り
が
な
く
て

も
無
意
識
に
虐
待
し
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が

何
よ
り
大
切
で
す
。

　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
一

人
で
悩
ま
ず
、
相
談
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◦
Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
相
談

　
　
　
　
　
　
（
通
報
）
窓
口

◦
障
害
者
虐
待
相
談

　
　
　
　
　
　
（
通
報
）
窓
口

　
　

健
康
づ
く
り
福
祉
課　

☎
82
︱
７
０
３
８

◦
高
齢
者
虐
待
相
談

　
　
　
　
　
　
（
通
報
）
窓
口

　
　

高
齢
者
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
０
６

　

オ
リ
ー
ブ
リ
ボ
ン
は
虐
待
防

止
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

　

３
つ
の
リ
ボ
ン
は
、
子
ど
も

（
オ
レ
ン
ジ
）
を
基
本
に
、
配

偶
者
（
パ
ー
プ
ル
）、
高
齢
者
・

障
害
者
等
（
シ
ル
バ
ー
）
が
、

手
を
合
わ
せ
て
活
動
す
る
意
味

を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

無
料
成
人
歯
科
健
診
が
受
け

ら
れ
る
の
は
12
月
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
4

月
に
緑
色
の
受
診
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
は
早
め
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
案
内
が

届
い
て
い
な
い
方
や
紛
失
さ
れ

た
方
は
、
健
康
づ
く
り
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
診
期
限　

12
月
31
日
㈫

対
象
者

◦
41
歳
の
方
（
昭
和
53
年
4
月

2
日
～
昭
和
54
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
方
）

◦
51
歳
の
方
（
昭
和
43
年
4
月

2
日
～
昭
和
44
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
方
）

※
ふ
じ
い
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

実
施
医
療
機
関
の
対
象
か
ら
外

れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
　
　

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

夜間の急病やけがで困った時は、まず
救急電話相談をご利用ください。

☆☆ 救急電話相談 ☆☆
小児向け：♯8000
一般向け：♯7899
　　　　（☎087-812-1055）
受　　付：毎日19時〜翌朝8時 オリーブリボン
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は
つ
ら
つ
運
動
教
室
　

〜
4
回
コ
ー
ス
〜

　今月は福武ハウスでアジア・アー
トプラットフォームの台湾地区の総
括をされている女性 V

ビ ッ キ ー

ickie W
ウ ォ ン

ong さ
んのインタビューです。2013 年から
6 回目の小豆島訪問をされている彼女
から、福田で行われている真のグロー

バル交流について詳しくお聞きしました。
　ビッキーさんは台湾から「子牛隊」と呼ばれる
ボランティア（14 〜 70 歳）を引率して毎年小豆
島に来られます。彼らの来島目的は、福武ハウス
でのお手伝いを通じて地元の方と家族のような関
係を築くことで、この活動をビッキーさんは以下
のように見ています。
●共通言語はないが、意思疎通は十分にできる
●台湾の方と福田の方がペアになってボランティ

ア作業を行うことで、真の「おじいさん」と「孫」
のような関係が作られる

● 子 牛 隊 に と っ て 小 豆 島 訪 問 は life changing 
experience（人生を変えてしまうような体験）

●福田側の方々にとっては、「楽しみが増えた」、
「companionship（親交）」と伺っている

●このプロジェクトは 1 回きりではなく、Long-
term project （長期間かけて続けていくプロジェ
クト）である

　私たちの近くで静かに、
しかしダイナミックに行
われている国際交流をと
ても嬉しく思いました。
これからが楽しみな活動
です。 

Enjoy speaking English!
小豆島町国際交流アドバイザー　森川光与

　

健
康
の
た
め
に
痩
せ
た
い
、

運
動
不
足
を
解
消
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
程　

11
月
15
日
㈮
、
26
日
㈫
、

　

12
月
4
日
㈬
、
13
日
㈮

時
間　

10
時
～
11
時

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

定
員　

30
人
程
度

講
師　

健
康
運
動
指
導
士

　
　
　

坂
本　

真
一 

氏

対
象
者　

町
内
に
住
所
が
あ
る

　

74
歳
以
下
の
方
で
４
日
間
参

　

加
で
き
る
方

持
ち
物　

室
内
用
の
運
動
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用

具
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力

ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
な
ど

申
込
期
限　

11
月
8
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
づ
く
り
福
祉
課

☎
82
︱
７
０
３
８

日
時　

11
月
30
日
㈯

　
　
　

９
時
～
16
時
頃

集
合　

８
時
45
分
ま
で
に
小
豆

島
町
役
場
本
館
正
面
玄
関
前

へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

予
定
コ
ー
ス　

天
狗
岩
丁
場
↓
八
人
石
丁
場

↓
旧
福
田
小
学
校
（
石
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
↓
寒
霞

渓
↓
中
山
の
棚
田
↓
池
田
の

桟
敷
↓
小
豆
島
町
役
場
（
解

散
）

※
コ
ー
ス
内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

１
，５
０
０
円

　
（
昼
食
・
保
険
代
込
み
）

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

対
象
者　

町
内
在
住
者

日
本
遺
産
を
巡
る

町
政
バ
ス
を
開
催
し
ま
す

　
せ
と
う
ち
備
讃
諸
島
の
石
の
文
化
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
町
内
の
石
の
文
化
を
巡

る
町
政
バ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
石
の
魅
力
再
発
見
の
企

画
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

11
月
5
日
㈫
～
15
日
㈮

申
し
込
み
方
法　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

で
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

社
会
教
育
課　

　
　

☎
82
︱
７
０
１
５

　
　
　

82
︱
１
０
２
５

　
　
　

olive-shakai@
tow

n.

　
　
　

shodoshim
a.lg.jp

～英語で小豆島を紹介しよう！～～英語で小豆島を紹介しよう！～
国際交流アドバイザー森川光与さんの

FAX

八人石丁場

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。
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神か
ん
か
け
や
ま

懸
山
（
寒か

ん

霞か

け

い渓)

︻
国
指
定
名
勝
︼
～
森も

り
　
の
ぼ
る遷
の
事
績
～

　

寒
霞
渓
は
、
江
戸
後
期
以
降

寒
霞
渓
を
愛
し
た
島
民
ら
の
手

に
よ
っ
て
大
切
に
守
ら
れ
、
全

国
に
知
ら
し
め
ら
れ
た
名
勝
で

す
。
巨
額
の
寄
付
で
寒
霞
渓
の

窮
地
を
救
っ
た
「
醤
油
王
」
長

西
英
三
郎
や
中
桐
絢け

ん

海か
い

な
ど
、

特
に
尽
力
し
た
4
人
を
四
大
先

覚
者
と
呼
び
ま
す
。
今
回
は
そ

の
一
人
で
あ
る
森
遷
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

森
は
、
嘉
永
4
年
（
１
８
５

１
）
に
上
村
（
現
在
の
神
懸

通
）
に
生
ま
れ
、
一
時
若
く
し

て
住
職
に
な
り
ま
し
た
が
、
還

俗
し
て
役
人
に
な
り
、
郡
議
会

議
長
や
郡
長
等
の
要
職
を
歴
任

し
た
人
物
で
す
。
新
聞
記
者
の

招
へ
い
や
中
桐
絢
海
と
と
も
に

紅
雲
亭
を
設
置
す
る
な
ど
、
精

力
的
に
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
中
桐
と
神
懸
山

保
勝
会
を
設
立
し
、
二
代
会
長

と
な
っ
て
か
ら
は
道
の
整
備
、

新
聞
社
や
画
家
・
写
真
家
の
招

へ
い
等
の
魅
力
発
信
、
ま
た
寒

霞
渓
を
う
た
っ
た
「
神
懸
山

志
」
等
の
編
さ
ん
を
行
い
、
大

正
3
年
（
１
９
１
４
）
に
再
び

保
勝
会
の
会
長
と
な
っ
て
か
ら

は
、
寒
霞
渓
の
先
人
た
ち
の
顕

彰
活
動
（
石
碑
の
建
立
等
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
森
は
小
豆
島

素
麺
同
業
組
合
の
設
立
に
尽
力

し
て
初
代
組
合
長
に
就
任
、
小

豆
島
霊
場
会
の
設
立
に
も
尽
力

し
、
ま
た
小
豆
島
の
代
表
的
な

地
誌
で
あ
る
「
小
豆
郡
誌
」
等

を
編
さ
ん
し
、
小
豆
島
の
産
業

や
観
光
、
修
史
の
基
礎
作
り
に

携
わ
り
、
小
豆
島
の
発
展
に
大

い
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　

彼
の
業
績
は
、
四
望
頂
付
近

に
あ
る
「
森
遷
顕
彰
碑
」
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

☎

Vol.43Vol.43神懸山志と小豆郡誌
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健 康 教 室 の ご 案 内

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

Ⓐ

～ 生活習慣病予防は食生活から！
糖尿病予防 ～

　K,s キッチンの「K」は「健康」・「体」・「きれい」
の意味があります。メタボなど生活習慣が気にな
る方、ご家族の方、一緒に楽しみながら学びませ
んか。
日　時：11 月 8 日㈮　10 時〜 11 時
場　所：小豆島町役場西館１階　保健センター
対象者：74 歳までの町内在住者
内　容：管理栄養士による講話
　　　　（調理はありません）
準備物：筆記用具
定　員：20 人程度 
申込期限：11 月 6 日㈬
申し込み・問い合わせ先：健康づくり福祉課　　
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 82 − 7038

食の教室Ｋ’ｓキッチン

❖栄養価（1人分）
エネルギー
たんぱく質
脂　　　質
カルシウム
食塩相当量

326Kcal
　11.1ｇ
　12.4ｇ

91mg
　1.0ｇ

今年のテーマ　 ～ 朝ごはんを食べよう ～

（小豆島町食生活改善推進協議会）元気もりもり健康食！

❖材　料（4人分）

❖作り方

豚薄切り肉　　240g
キャベツ　　　80g
ごはん　　　520g

しょうゆ　　大さじ 3
水　　　　　大さじ 3
酒　　　　　大さじ 2
砂糖　　　　大さじ 2

キャベツを太いせん切りにする。
豚肉は食べやすい大きさに切る。鍋にⒶを沸かし、豚肉を
入れる。
肉の色が変わったらキャベツを入れて、しんなりしたら火
を止める。
丼にごはんをよそい、③のキャベツ、豚肉を盛る。

①
②

③

④

豚キャベ丼

場　所　サン・オリーブ
時間割　13：30 〜 14：30　健康教室（健康体操）
対象者　小豆島町内に住所を有する方
参加費　無　料（ただし、飲食などは自己負担）

日　程 送　　迎　　地　　区

　11月７日 神浦・蒲野 ･ 吉野・二面・室生

　11月21日 福田・吉田・当浜・岩谷・橘・
安田・草壁・西村

　11月28日 田浦・堀越・古江・坂手・苗羽・
馬木・安田・草壁・西村

※送迎は、電話で当日11時までにお申し込みください。
※帰りの送迎は15時30分頃サン・オリーブを出発します。
申込先　健康づくり福祉課　☎82−7038

子
ど
も
の
健
康
相
談
室

〈 

お
子
さ
ん
の
ま
わ
り
、
安
全
で
す
か
？
　
乳
児
期
の
事
故
予
防 

〉

山
　
本
　
真
由
美
先
生

こ
う
し
た
不
慮
の
事
故
は
予
防

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

事
故
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

お
子
さ
ん
の
発
達
段
階
に
よ
り

異
な
り
、
今
回
は
乳
児
期
に
気

を
付
け
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
簡
単

に
ま
と
め
ま
す
。

　

生
ま
れ
た
時
か
ら
事
故
予
防

は
始
ま
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の

　

日
本
の
子
ど
も
の
死
亡
原
因

に
は
、「
不
慮
の
事
故
」
が
1
、

2
位
を
争
う
ほ
ど
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
数
年
前
ま
で
は
、
乳

児
を
除
く
１
～
14
歳
の
死
亡
原

因
の
1
位
で
現
在
も
2
位
と

な
っ
て
お
り
、
乳
児
で
は
以
前

か
ら
変
わ
ら
ず
、
先
天
異
常
に

次
ぐ
2
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

お
布
団
は
柔
ら
か
す
ぎ
ま
せ
ん

か
。
顔
の
近
く
に
顔
を
覆
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
も
の
は
置
い
て

い
ま
せ
ん
か
。
赤
ち
ゃ
ん
は
口

や
鼻
が
ふ
さ
が
れ
て
も
逃
げ
る

こ
と
が
で
き
ず
、
窒
息
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
車

に
乗
る
と
き
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
や
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
を

使
っ
て
い
ま
す
か
。
抱
っ
こ
し

た
ま
ま
熱
い
飲
み
物
を
飲
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
赤
ち
ゃ
ん
が
急

に
動
い
た
り
す
る
と
、
誤
っ
て

赤
ち
ゃ
ん
に
か
か
っ
て
し
ま
い
、

や
け
ど
を
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

寝
返
り
、
は
い
は
い
、
つ
か

ま
り
立
ち
、
と
い
う
よ
う
に
、

自
分
で
動
け
る
よ
う
に
な
る
と
、

家
の
中
で
の
事
故
も
増
え
ま
す
。

転
落
、
誤
飲
、
お
風
呂
な
ど
で

の
溺
水
、
ほ
か
に
も
思
い
も
よ

ら
な
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

誤
飲
に
つ
い
て
は
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
や
ラ
ッ
プ
の
芯
の

穴
（
約
39
㎜
）
を
通
る
も
の
は

赤
ち
ゃ
ん
の
口
に
入
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
日
々
発
達
し
て
い

る
の
で
昨
日
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
、
今
日
は
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科

が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
危

険
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
と
隣

り
合
わ
せ
だ
と
考
え
て
お
く
こ

と
で
事
故
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

子
ど
も
の
安
全
は
大
人
の
責

任
で
す
。
お
子
さ
ん
の
発
達
段

階
に
合
わ
せ
た
安
全
な
環
境
を

整
え
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
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公
民
館
講
座
受
講
生
募
集

日
時　

11
月
14
日
㈭

　
　
　

12
時
40
分
～
15
時
40
分

　
　
　
（
開
場
12
時
10
分
～
）

場
所　

小
豆
島
中
学
校
体
育
館

内
容　

○
１
～
３
年
生
の
人
権
学
習
の

　

発
表

○
し
あ
わ
せ
づ
く
り
講
演
会

※
手
話
通
訳
あ
り

○
全
校
生
に
よ
る
全
体
学
習　

　
（
意
見
交
換
）

※
会
場
に
は
、
生
徒
の
人
権
作

品
（
習
字
・
ポ
ス
タ
ー
等
）
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
に
つ
い
て

テ
ー
マ

　

私
が
「
障
害
」
を
語
る
な
ら

講
師　

佐さ

の野　

有あ

み美
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
９
０
年
4
月
生
ま
れ
。

先
天
性
四
肢
欠
損
症
で
生
ま

れ
、
あ
る
の
は
短
い
左
足
と
３

本
の
指
の
み
。

　

現
在
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑

誌
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
、
多

方
面
か
ら
歌
や
講
演
依
頼
を
受

け
、
積
極
的
に
活
動
中
。
小
豆

島
町
で
も
平
成
28
年
に
講
演
い

た
だ
き
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
教
室

講
師　

木
村　

か
ほ
る 

先
生

準
備
物 

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

参
加
費　

無
料

※
同
日
に
2
回
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
と

な
り
ま
す
。

日
時　

11
月
9
日
㈯　

10
時
～

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

内
容　

◦
オ
リ
ー
ブ
新
漬
け
作
り

◦
ペ
ー
ス
ト
を
使
っ
た
ピ
ザ
づ

　

く
り

定
員　

10
人

※
オ
リ
ー
ブ
を
用
い
た
健
康
長

寿
の
島
づ
く
り
事
業
で
す
。

申
込
先

　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
６
０
０

日
時　

11
月
9
日
㈯　

14
時
～

場
所　

働
く
婦
人
の
家

内
容 

◦
ピ
ク
ル
ス
と
オ
リ
ー
ブ

ジ
ュ
ー
ス

◦
ト
マ
ト
と
ア
ボ
ガ
ド
の
ブ
ル

ス
ケ
ッ
タ

定
員　

16
人

申
込
先　

　

働
く
婦
人
の
家　☎82

︱
０
４
１
０

マ
イ
オ
イ
ル
搾
り
教
室

日
時　

11
月
23
日
㈯

　

９
時
～
（
オ
リ
ー
ブ
の
実
を

　

手
で
揉
み
ま
す
）

　

16
時
～
（
絞
っ
た
オ
イ
ル
の

　

瓶
詰
を
し
ま
す
）

場
所　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

講
師　

坂
口　

耕
造 

氏

定
員　

10
人

参
加
費　

無
料

申
込
先　

　

イ
マ
ー
ジ
ュ
セ
ン
タ
ー

☎
75
︱
０
６
０
０

第
4
回
環
境
と
か
ら
だ
に

い
い
く
ら
し
学
習
会

日
時　

11
月
9
日
㈯

　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

渕
崎
公
民
館
2
階

　
　
　

視
聴
覚
室

　
（
土
庄
町
立
中
央
図
書
館
前
）

内
容　

へ
ち
ま
た
わ
し
作
り

と
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題
・
持
続
可
能
な

　

く
ら
し
に
つ
い
て
の
講
話

講
師　

冨
田　

恒
子
氏

（
理
学
博
士
生
物
化
学
専
攻
）

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
環
境
と
く
ら
し
の

　

連
絡
会

☎
62
︱
１
６
８
９

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

11
月
18
日
㈪
～
24
日
㈰
は
、

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
で
す
。

　

期
間
中
は
、
平
日
の
電
話
相

談
時
間
を
延
長
し
、
休
日
に
も

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
お
悩
み

の
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。

期
間

11
月
18
日
㈪
～
24
日
㈰

時
間

8
時
30
分
～
19
時

（
土
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時

ま
で
）

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
お
よ

　

び
高
松
法
務
局
職
員

電
話
番
号

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
︱
０
７
０
︱
８
１
０

※
な
お
、
強
化
週
間
以
外
は
、

次
の
日
時
で
電
話
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

○
平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
生
徒
た
ち
が
学
ん
だ
ふ
る
さ
と
学
習
の
展
示
や
人
権
学
習
の
発
表
を

行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
地
域
の
よ
さ
を
見
直
し
、
身
の
ま
わ
り
の

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
し
あ
わ
せ
づ
く
り
講
演
会
を
同
日
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

小
豆
島
中
学
校
人
権
集
会

し
あ
わ
せ
づ
く
り
講
演
会
の
ご
案
内佐野　有美 さん

人権学習の発表



小豆島町立
図書館
☎ 82 − 0291

　

2019.119
のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

日
時　

11
月
19
日
㈫
、
26
日
㈫
、

　

12
月
10
日
㈫　

19
時
～

場
所　

働
く
婦
人
の
家

内
容　

鏡
の
ま
わ
り
に
お
花
を

　

描
こ
う

定
員　

10
人

参
加
費　

３
，５
０
０
円

　
　
　
　
（
材
料
費
込
み
）

服
装　

汚
れ
て
も
よ
い
服

申
込
先

　

働
く
婦
人
の
家☎82

︱
０
４
１
０

北地レディース句会

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室真

っ
白
き
歯
を
見
せ
笑
顔
に
街
の
子
が
別
れ
告
げ
来
る
今
日
葉
月
尽　
　
　
　

大
倉
真
智
子

草
刈
と
買
物
支
援
に
支
へ
ら
れ
畑
守
わ
れ
は
漸
く
凌
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

令
子

無
花
果
の
熟
れ
る
日
毎
の
楽
し
み
も
野
鳥
相
手
の
修
羅
場
と
化
せ
り　
　
　
　

三
好　

昭
子

児
童
を
ば
見
守
る
交
通
指
導
員
黄
の
旗
掲
げ
声
掛
け
や
さ
し　
　
　
　
　
　
　

丹
生　

裕
子

段
取
り
を
端
折
っ
た
挙
句
出
来
ち
ゃ
っ
た
ハ
ネ
ム
ー
ン
ベ
ビ
ー
昭
和
の
は
な
し　

藤
井　

哲
夫

帰
省
せ
る
孫
は
テ
レ
ビ
を
我
の
た
め
下
に
文
字
出
る
画
面
に
変
へ
る　
　
　
　

山
下
美
千
代

「
日
本
一
か
ら
の
招
待
」
と
記
さ
る
る
鉢
巻
締
め
て
高
校
野
球　
　
　
　
　
　

や
ぎ
あ
き
ら

猫
じ
や
ら
し
あ
る
が
ま
ま
な
る
余
生
か
な　
　

礼　

美　

風
や
が
て
乱
る
る
萩
の
色
と
な
る　
　
　
　
　

紘　

子

梵
鐘
の
余
韻
に
ゆ
る
る
秋
桜　
　
　
　
　
　
　

典　

子

団
栗
や
足
裏
つ
つ
き
こ
こ
に
居
る　
　
　
　
　

妙　

子

草
原
の
風
を
ま
と
ひ
て
秋
の
旅　
　
　
　
　
　

一　

美

　152日㈯　
9日㈯　

10日㈰　
16日㈯　
17日㈰　

孟子を読む会
古文書を読む会
おはなしひとみ会
源氏物語を読む会
読書会（内容：「奇跡の四国遍路」黛 まどか著）

一　　　般
一　　　般
小 学 生
一 般
一　　　般

10：00 〜 12：00
10：00 〜 12：00
14：00 〜 14：30
10：00 〜 12：00
14：00 〜 16：00

大人向け「文学賞等受賞作品図書」展
読書週間にあたり、本屋大賞など各種の賞を受賞した大人向けの本を展示・貸出してい
ます。

「オリーブで健康・長寿の島づくり」図書展
いよいよ、オリーブ収穫の季節になりました。オリーブ・オリーブ油を使ったレシピ本
などを揃えています。
子供向け「おしごとの本」展
11月28日㈭まで展示・貸出しますので、ぜひご利用ください。

11月24日㈰　14時から（子供向け）　「トムとジェリーの大冒険」
無料ですので、どなたでもお気軽にお越しください。

行 事 名 日　　　　　　時 対　象

広報文芸
短歌　現人
九月例会　詠草

新刊紹介

新刊紹介（一般向き）

書 　 名

書　　　　　　名 著者名

落日
アスリーツ
絶望スクール 池袋ウエストゲートパーク　15
楽園の真下
たそがれダンサーズ
妻の終活
湘南夫人
縁
あの日に帰りたい
ムゲンのi　上・下
死にゆく者の祈り
競歩王
義元、遼たり
髪結おれん
破綻の音 町奉行内与力奮闘記　９
明日の僕に風が吹く
アンジュと頭獅王
鉄の楽園
名残の花
Ｉの悲劇
昭和40年男 オリンポスの家族 
また明日
育てて、紡ぐ。暮らしの根っこ
シルバー川柳　９
親に寄り添う、実家のちょうどいい片づけ
夫が知らない家事リスト
動かないゼロトレ
人気料理家のれんこん・ごぼう・里芋のおかず
クックパッドの秋レシピ2019
宝塚を劇的に楽しめる100＋αのお得な知識

湊　　　かなえ
あさの　あつこ
石 田 衣 良
荻 原 　 浩
桂 　 望 実
坂　井　希久子
石　原　慎太郎
小野寺　史　宜
小 路 幸 也
知　念　実希人
中 山 七 里
額 賀 　 澪
鈴 木 英 治
千 野 隆 司
上 田 秀 人
乾 　 ル カ
吉 田 修 一
楡 　 周 平
澤 田 瞳 子
米 澤 穂 信
佐 川 光 晴
群　　　ようこ
小 川 　 糸
ポプラ社編集部

E m i
野々村　友紀子
石 村 　 友 見
K A D O K A W A
宝 島 社
三 才 ブ ッ ク ス

（幼児向き）

ぽっとんころころどんぐり
にだんベッドだいすき！
わんぱくだんのてんぐのすむやま
こどもかいぎ
じゃがいもひめとさつまいもひめ
あきのセーターをつくりに
（児童向き）

モンスター・ホテルでオリンピック
ティンクル・セボンスター　５
ふしぎないどうどうぶつえん
世界一クラブ　７
君のとなりで。
魔女のいじわるラムネ
（ティーンズ向き）

夢のつかみ方、挑戦し続ける力

今月のロビー展

映画会のお知らせ

11月の行事予定

　今月のオリーブギャラリーの催しは次のとおりです。ぜひご覧ください。
展　示　期　間 ・ 時　間 展　示　内　容

11月１日㈮～14日㈭　9時～17時 砂丘俳画　鳥葉会　俳画展

11月17日㈰～12月１日㈰　9時～17時 小豆島写真研究会　作品展示会

オリーブギャラリー11月の展示（オリーブナビ小豆島2階）
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小
豆
島
の
冬
の
訪
れ
を
告
げ

る
伝
統
の
小
豆
島
駅
伝
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

12
月
1
日
㈰

　
　
　

8
時
30
分
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス　

土
庄
町
吉
个
浦
（
安

全
モ
ー
タ
ー
ス
前
）
～
小
豆

島
町
坂
手
（
バ
ス
車
庫
前
）

全
8
区
間

距
離　

18
・
85
㎞

出
場
予
定
チ
ー
ム

池
田
、
二
生
、
西
村
、
草
壁
、

安
田
、
橘
、
苗
羽
、
坂
手
、

福
田
、
土
庄
、
淵
崎
、
大
鐸
、

四
海
、
大
部
、
豊
島
、
オ
ー

プ
ン
参
加
（
小
豆
島
駅
伝
Ｏ

Ｂ
チ
ー
ム
、
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
）

※
60
回
の
記
念
大
会
と
な
る
今

大
会
は
、
60
歳
代
で
構
成
さ
れ

る
小
豆
島
駅
伝
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
と

香
川
フ
ァ
イ
ブ
ア
ロ
ー
ズ
・
香

川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ
ナ
ー
ズ
・
香

川
ア
イ
ス
フ
ェ
ロ
ー
ズ
の
混
合

チ
ー
ム
が
出
走
し
ま
す
。

　

ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確
保
・
対

向
車
と
の
事
故
防
止
の
た
め
、

内
海
地
区
（
坂
手
港
）
方
面
へ

向
か
う
車
輌
の
パ
ッ
ク
規
制

（
先
頭
選
手
の
前
を
走
行
す
る

パ
ト
カ
ー
か
ら
最
後
尾
の
選
手

の
後
方
を
走
行
す
る
パ
ト
カ
ー

が
通
過
す
る
ま
で
の
規
制
）
を

行
い
ま
す
。
パ
ッ
ク
規
制
中
は
、

車
両
の
走
行
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ラ
ン
ナ
ー
の
追
い
越

し
は
、
事
故
防
止
の
た
め
緊
急

車
輌
を
除
き
全
面
禁
止
と
な
り

ま
す
。

※
通
過
予
想
時
刻
は
、
天
候
等

に
よ
っ
て
多
少
前
後
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス
に
は
迂
回
路

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
日
お

急
ぎ
の
方
は
、
ラ
ン
ナ
ー
通
過

時
刻
よ
り
早
め
に
出
る
な
ど
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
直
前
の
約
10
分
間

は
、
安
全
モ
ー
タ
ー
ス
前
が
完

全
に
通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
の

で
土
庄
港
（
フ
ェ
リ
ー
、
高
速

艇
）
を
利
用
さ
れ
る
方
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

沿
道
か
ら
駅
伝
ラ
ン
ナ
ー
た

ち
に
皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

＊成人式を迎える皆さんへ＊
　来年の成人式は、平成 11 年 4 月 2 日から平成 12
年 4 月 1 日までに生まれた方が対象です。
　対象者で、町内に住民票がある方には、案内状
を郵送（11 月上旬発送予定）しますので、11 月 22
日㈮までに必ず出欠の返事を提出してください。

【住民票がなくても出席できます】
　転出し、住民票が町外の方で、小豆島町で成人
式に出席を希望される方は、11 月 15 日㈮までに、
社会教育課（☎  82 − 7015）までお申し込みくだ
さい。

【令和 2 年成人式】
日時：令和 2 年 1 月 12 日㈰
　　　13時30分〜15時30分
場所：サン・オリーブ
　　　オリーブホール

日 時　11 月 13 日 ㈬、20 日 ㈬、27 日 ㈬、12
月 4 日㈬【全４回】

　　　19 時 30 分〜 21 時 30 分
場所　小豆島勤労青少年ホーム（西村）
内容　初心者向けのギター教室
指導者　小豆島音楽部
定員　10 人（先着順）
参加費 無料
準備物 アコースティックギター
　　　（貸し出しあり）
練習曲　いとしのエリー
　　　　（サザンオールスターズ）
　　　　マリーゴールド（あいみょん）
申込期間　11 月 1 日㈮〜 8 日㈮
申し込み・問い合わせ先
　社会教育課　☎ 82 − 7015

「初心者ギター教室」受講生募集

小豆島勤労青少年ホーム公開講座

第
60
回 

小
豆
島
駅
伝
競
走
大
会

開
催
に
伴
う
交
通
規
制
の
お
願
い

中　　継　　所 通過予想時刻
スタート（安全モータース前） 8:30
1 富 丘 八 幡 大 鳥 居 前 8:35～8:40
2 小 豆 島 中 央 高 校 前 8:43～8:50
3 小 豆 島 中 央 病 院 前 8:50～8:58
4 丸 山 バ ス 停 前 8:56～9:07
5 オリーブナビ小豆島前 9:04～9:17
6 草 壁 桟 橋 前 9:12～9:28
7 炭 山 歯 科 医 院 前 9:20～9:38
ゴール（坂手車庫前） 9:29～9:50

中継所通過予想時刻
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「
税
に
関
す
る
作
品
展
」

期
間　

11
月
1
日
㈮
～
15
日
㈮

※
3
日
㈰
、
4
日
㈪
、
11
日
㈪

は
閉
館
日

場
所　

小
豆
島
町
立
図
書
館　

時
間　

9
時
～
18
時

展
示
作
品　

◦
作
文
（
中
学
生
・
高
校
生
）

◦
標
語
（
中
学
生
）

◦
絵
は
が
き
（
小
学
生
）

問
い
合
わ
せ
先

　

土
庄
税
務
署　

総
務
課　

☎
62
︱
３
９
６
７

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

10
月
か
ら
、
消
費
税
軽
減
税

率
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
無
料
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
日
々
の
記
帳
か
ら
、
決

算
処
理
、
申
告
書
作
成
な
ど
、

一
連
の
流
れ
を
具
体
的
に
分
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

日
時　

◦
11
月
5
日
㈫　

14
時
～
15
時

◦
11
月
18
日
㈪　

10
時
～
11
時

◦
12
月
6
日
㈮　

14
時
～
15
時

◦
12
月
19
日
㈭　

10
時
～
11
時

場
所　

土
庄
税
務
署　

会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

　

土
庄
税
務
署　

調
査
部
門

☎
62
︱
１
３
０
２

日
時　

11
月
9
日
㈯

　
　
　

13
時
～
16
時

場
所　

香
川
県
司
法
書
士
会
館

　
（
高
松
市
西
内
町
10
番
17
号
）

内
容　

◦
一
般
相
談
（
相
続
登
記
、
不

　

動
産
・
商
業
登
記
な
ど
）

◦
法
テ
ラ
ス
相
談
（
資
力
要
件

　

に
該
当
す
る
方
）

◦
成
年
後
見
相
談

「
年
末
調
整
」
説
明
会

日
時
・
場
所

◦
11
月
21
日
㈭

　

13
時
30
分
～
16
時

　

小
豆
島
町
役
場
本
館
３
階

　

大
会
議
室

◦
11
月
25
日
㈪

　

13
時
30
分
～
16
時

　

土
庄
町
総
合
会
館
会
議
室　

　
（
フ
レ
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
）

※
年
末
調
整
関
係
書
類
は
事
前

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
来

場
の
際
に
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
本
年
は
消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明

も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

土
庄
税
務
署　

調
査
部
門　

☎
62
︱
１
３
０
３

料
金　

無
料

※
予
約
制
の
た
め
前
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

相
談
は
30
分
ま
で
と
し
、
法
テ

ラ
ス
相
談
の
受
け
付
け
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
８
７
︱
８
２
１
︱
５
７
０
１

土
庄
税
務
署
か
ら
の
ご
案
内

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意

　

悪
質
な
業
者
に
家
屋
の
修
繕

や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
依
頼
し
て
し

ま
い
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

契
約
金
額
が
５
０
０
万
円
に

満
た
な
い
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は

建
設
業
の
許
可
が
必
要
で
な
い

こ
と
か
ら
、
技
術
力
が
な
い
業

者
で
も
参
入
で
き
る
状
況
に
あ

り
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
が
ち

で
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
見

積
書
を
取
り
、
公
的
機
関
の
住

宅
に
関
す
る
無
料
相
談
な
ど
を

利
用
し
、
契
約
内
容
を
慎
重
に

検
討
し
て
か
ら
発
注
し
ま
し
ょ

う
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
と
き
は

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
小
豆
県
民
セ
ン
タ
ー

　

消
費
生
活
相
談
専
用
電
話

☎
62
︱
２
２
６
９

香
川
県
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
　
定
例
相
談
会

秋の親子自然観察会

「銚子溪で秋さがし♪」
日時　11 月 17 日㈰　9 時 30 分〜 11 時 30 分
　　　※雨天中止
場所　銚子溪周辺
集合場所　銚子溪お猿の国売店前 駐車場
持ち物　色ペンまたは色えんぴつ、おにぎり、水筒、
　　　　レジャーシートなど
服装　長そで・長ズボン、歩きやすい靴
内容　銚子溪を親子で散策し、「秋」を感じながら、
　　　落ち葉を採取、観察します。
参加費
◦大人　200 円　◦子ども　100 円
※当日集金、保険料を含みます。
定員　30 人程度（先着順）
申込期限　11 月 15 日㈮
※大人の方だけの申し込みも大歓迎です。
申し込み・問い合せ先　　　
　小豆島自然観察会事務局（土庄町立中央公民館内）
　☎ 62 − 7013

税に関する作品展



2019.11 12

　

道
路
に
面
し
た
民
間
の
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
行
う

所
有
者
に
対
し
て
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

受
付
期
限

　

令
和
2
年
2
月
28
日
㈮

※
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次

第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

受
付
場
所　

建
設
課

補
助
対
象

　

道
路
に
面
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
と
道
路
の
接
地
面
か
ら
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
頂
部
ま
で
の
高

さ
が
１
２
０
㎝
を
超
え
る
も
の

で
、
点
検
の
結
果
、
転
倒
の
危

険
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
も
の
。

補
助
対
象
者

　

①
～
③
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
方

①
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
②
申
請
者
ま
た
は
申
請
者
の
親

族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

お
よ
び
暴
力
団
員
と
の
関
係

を
有
し
な
い
方

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
◦
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
設
置
さ
れ

　

て
い
る
土
地
の
所
有
者

◦
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
が
設
置
さ
れ

　

て
い
る
土
地
に
あ
る
建
築
物

　

の
所
有
者

◦
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有
者

申
請
に
必
要
な
書
類

◦
補
助
金
交
付
申
請
書

◦
付
近
見
取
図

◦
現
況
写
真
（
全
景
お
よ
び
前

　

面
道
路
が
把
握
で
き
る
も
の
）

◦
点
検
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

◦
見
積
書
の
写
し

◦
土
地
の
所
有
者
が
確
認
で
き

　

る
書
類

◦
納
税
証
明
書

◦
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

補
助
金
額

　

１
敷
地
あ
た
り
16
万
円
を
上

限
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の

撤
去
・
処
分
に
要
す
る
費
用
の

５
分
の
４
を
助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

☎
82
︱
７
０
０
９

　

全
国
各
地
で
大
き
な
地
震
が

発
生
し
て
お
り
、
今
後
30
年
以

内
に
70
～
80
％
の
確
率
で
発
生

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
を
は
じ
め
、
日
ご
ろ

か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
が
大

変
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

香
川
県
に
よ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
被
害
想
定
で
は
、
家
庭
に

お
け
る
家
具
類
の
転
倒
防
止
対

策
が
１
０
０
％
で
き
て
い
れ
ば
、

死
傷
者
数
が
４
分
の
１
に
減
少

す
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
そ
の

対
策
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

小
豆
島
町
で
は
、
今
年
度
か

ら
香
川
県
と
連
携
し
て
「
家
具

類
転
倒
防
止
対
策
促
進
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
は
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、
家
具
類
固

定
器
具
の
「
サ
ポ
ー
ト
」
と
「
購

入
助
成
」
を
モ
デ
ル
世
帯
（
10

世
帯
程
度
）
に
対
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　
「
大
地
震
で
は
、
必
ず
家
具
は

倒
れ
る
も
の
」
と
考
え
て
、
家

具
を
固
定
し
て
安
全
な
空
間
を

作
る
な
ど
、
家
庭
で
で
き
る
減

災
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

補
助
対
象

対
象
者
（
世
帯
） 

町
内
に
住
所

を
有
し
、
居
住
す
る
住
宅
に

家
具
類
転
倒
防
止
器
具
を
設

置
す
る
方

※
同
一
の
自
治
会
や
老
人
会
、

婦
人
会
等
の
組
織
で
１
０
世
帯

程
度

補
助
金
額　

購
入
費
用
の
３
分

　

の
２
以
内
（
上
限
１
万
円
）

対
象
者
（
モ
デ
ル
世
帯
）
決

定
後
の
流
れ

①
対
象
者
（
世
帯
）
に
香
川
県

防
災
士
会
に
よ
る
説
明
会
の

開
催

②
対
象
者
（
世
帯
）
の
訪
問
、

事
前
診
断
を
実
施
し
、
固
定

器
具
の
決
定
、
取
付
日
な
ど

を
調
整

③
固
定
器
具
を
購
入
し
、
香
川

県
防
災
士
会
に
よ
る
取
付
支

援
を
実
施
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
協
力

問
い
合
わ
せ
先　

　

総
務
課　

☎
82
︱
７
０
０
１

～
家
具
類
転
倒
防
止
対
策
の
モ
デ
ル
世
帯
を
募
集
し
ま
す
～

令
和
元
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

こ
の
た
び
、
神
浦
地
区
自
主

防
災
会
が
、（
一
財
）
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
社
会
貢
献

広
報
事
業
の
助
成
を
受
け
て
、

防
災
用
資
機
材
お
よ
び
倉
庫
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

神
浦
地
区
自
主
防
災
会
は
、

自
助
・
共
助
の
精
神
に
基
づ
き
、

地
域
の
防
災
力
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

民
間
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
支
援
事
業

み
ん
な
で
減
災　

家
庭
で
で
き
る
減
災
対
策

発電機

写真提供：㈶消防科学総合センター

防災倉庫
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「
ひ
と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！

で
確
認　

火
の
用
心
」
の
統
一

標
語
の
も
と
、
本
年
も
恒
例
の

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
、
11
月

９
日
㈯
か
ら
15
日
㈮
ま
で
の
７

日
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

昨
年
、
小
豆
郡
内
で
は
16
件

の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
た

ば
こ
の
不
始
末
や
調
理
器
具
、

暖
房
器
具
か
ら
の
出
火
な
ど
、

家
庭
内
で
の
不
注
意
が
原
因
の

も
の
や
、
老
朽
化
し
た
電
気
器

具
か
ら
の
出
火
も
増
え
て
い
ま

す
。
安
全
な
取
扱
い
を
心
が
け

て
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

家
庭
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

み
な
お
そ
う我

が
家
の
火
の
元

●
た
ば
こ
に
よ
る火災

を
防
ぐ
た
め

◦
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め

る
◦
吸
殻
は
、
専
用
の
吸
い
殻
入

れ
に
捨
て
る

◦
灰
皿
に
水
を
入
れ
る

●
電
気
器
具
、
配
線
器
具
に

よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め

◦
た
こ
足
配
線
を
し
な
い

◦
コ
ン
セ
ン
ト
や
プ
ラ
グ
は
定

　

こ
れ
ま
で
お
菓
子
な
ど
の
紙

箱
（
厚
紙
）
や
包
装
紙
、
紙
袋

な
ど
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
と
し

て
、
排
出
を
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
が
、
汚
れ
の
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
資
源
ご
み
と
し
て

回
収
し
ま
す
。
こ
れ
ら
紙
類
は

「
雑
紙
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
の

で
、
雑
誌
な
ど
と
一
緒
に
ひ
も

で
十
字
に
し
ば
っ
て
排
出
し
て

下
さ
い
。

※
紙
を
加
工
し
た
も
の
（
金
・

銀
紙
、
カ
ッ
プ
め
ん
の
ふ
た
、

カ
ー
ボ
ン
紙
、
感
熱
紙
な
ど
）

は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

期
的
に
清
掃
す
る

◦
コ
ー
ド
の
上
に
物
を
置
か
な

い
◦
異
常
が
あ
る
場
合
は
使
用
し

な
い

●
調
理
器
具
に
よ
る

火
災
を
防
ぐ
た
め
に

◦
そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
火

を
止
め
る

◦
コ
ン
ロ
や
レ
ン
ジ
の
ま
わ
り

に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い

　

火
災
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た

め
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
は

必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
こ

と
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ

り
、
火
災
の
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
災
害
の

な
い
明
る
い
町
づ
く
り
に
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課☎

82
︱
７
０
０
８

　

紅
葉
の
季
節
を
迎
え
る
11
月

に
寒
霞
渓
を
訪
れ
た
方
に
気
持

ち
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
寒
霞
渓
山
道
の
ご
み
拾
い

を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
㈯

　

9
時
30
分
集
合
～
15
時
頃

※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

安
田
馬
場
公
園 

対
象
者　

ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

参
加
費　

無
料

服
装　

動
き
や
す
く
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
、
歩
き
や
す
い
靴

（
ス
ニ
ー
カ
ー
等
）

持
参
物　

弁
当
（
山
頂
で
昼
食

休
憩
）
、
飲
み
物
、
軍
手
、

タ
オ
ル

※
ご
み
袋
、
火
ば
し
は
青
年
団

で
準
備
し
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

小
豆
島
町
青
年
団

☎
０
８
０
︱
２
９
８
３
︱
７
２
２
７

資
源
ご
み
（
紙
類
）
の
回
収
品
目
が
増
え
ま
す

　

す
べ
て
の
浄
化
槽
に
は
、
そ
の

機
能
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
て

い
る
か
、
年
1
回
の
法
定
検
査
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
法
定
検
査
の
案
内
は
が

き
が
届
い
た
ら
、
内
容
を
ご
確
認

の
上
、
法
定
検
査
の
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
法
定
検
査
を
受
検
さ
れ

て
い
な
い
方
に
は
10
月
に
香
川
県

か
ら
受
検
の
案
内
と
法
定
検
査
申

し
込
み
の
は
が
き
を
発
送
し
て
い

ま
す
。

検
査
の
申
込
先

　
（
公
社
）
香
川
県
浄
化
槽
協
会

☎
０
８
７
︱
８
６
１
︱
６
６
０
０

０
８
７
︱
８
７
１
︱
６
６
７
０　　

kjc@
shirt.ocn.ne.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

香
川
県
小
豆
総
合
事
務
所

　

環
境
森
林
課☎

62
︱
２
７
３
１

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

寒
霞
渓
ク
リ
ー
ン

ハ
イ
キ
ン
グ

FAX

浄
化
槽
の
法
定
検
査
（
定
期
検
査
）
を
受
検
し
て
く
だ
さ
い
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男女共同参画推進講演会

　9月29日、小豆島ふるさと村において、「島めしフェスティバル2019小豆島佃煮王決定戦」が開
催されました。
　これは、次の世代を担う島の子どもたちに小豆島の魅
力を発信するとともに、地場産業をより身近に感じてい
ただくことを目的に行われ、約1,400人が参加しました。
　参加者はご飯の入ったトレーを受け取ると、各社の
ブースを巡回しながら、ご飯の周りに12種類の佃煮を
盛り付けてもらい、各社自慢の佃煮を食べ比べました。
食べ終わると、割り箸を投票券に代えて1人2票を投票
箱に入れました。
　投票箱の重量を計測した結果、丸虎食品工業（株）の「し
しゃもきくらげ」が初代佃煮王に輝きました。

　香川県歯科医師会主催の2019年度「歯・口の健康に
関する図画・ポスターコンクール」が行われ、幼児の部
において、福田こども園の炭野愛

あい

星
る

（4歳児）さんが最
優秀賞を受賞しました。
　このコンクールは、歯科保健思想の普及向上を図るこ
とを目的に毎年実施されているもので、歯と口の健康に
ついて考えるきっかけとなっています。
　炭野さんは「虫歯のない丈夫な歯を目指して毎日はみ
がきを頑張ります」と話していました。

　10月4日、内海総合運動公園グラウンドにおいて、第53回小豆郡小学生陸上競技会が開催されま
した。　　
　雨で１日延期となりましたが、この日に向けて厳しい練習を積んできた児童たちは全力で自分の記
録に挑戦し、星城小学校6年の日岡仁

じ ん

さんがジャベリックボール投げの大会記録を更新しました。

しゃもきくらげ」が初代佃煮王に

つまでも丈夫な歯を
2019年度　歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール

島めしフェスティバル2019小豆島佃煮王決定戦

「し

い

分の記録に挑戦

第53回　小豆郡小学生陸上競技会

自

まちの話題については、小豆島町公式フェイスブックページ
　   （https://facebook.com/shodoshimacho）でも、随時情報を掲載しています。

皆さんからの情報をお待ちしています。
企画財政課 広報秘書係  ☎82-7000

種　　目 氏　　名 学校名 記　録

60mハードル 6女 松浦　　陽 安　田 10″2

100m 5女 立花　陽和 安　田 15″7

走り高跳び

5女 鍛治くらら 安　田 108㎝

5男 鹿野　立也 星　城 115㎝

6男 新川百太郎 池　田 132㎝

ジャベリック
ボール投げ

5男 佐伯　煌矢 池　田 43.72ｍ

6女 照下　千景 苗　羽 35.54ｍ

6男 日岡　　仁 星　城 57.28ｍ★

（町内関係 1位のみ掲載）　　　　　　　　　　★大会新記録
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く
ら
し
の
情
報

11月
November

※
①
②
卒
業
見
込
み
を
含
む

試
験
日
時　

　

12
月
12
日
㈭　

 

10
時
～

試
験
場
所　

　

小
豆
島
准
看
護
学
院
２
階

試
験
科
目　

　

国
語
、
数
学
、
個
人
面
接

願
書
受
付
期
間　

　

11
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮　
　

　

9
時
30
分
～
17
時

問
い
合
わ
せ
先　

　

小
豆
郡
医
師
会
立

　

小
豆
島
准
看
護
学
院

☎
・　

82
︱
０
４
９
８

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
小

豆
島
中
央
病
院
企
業
団
に
勤
務

す
る
職
員
の
募
集
を
行
い
ま

す
。

募
集
人
員
お
よ
び
応
募
資
格

①
看
護
師　
　
　
　

2
人
程
度

看
護
師
免
許
取
得
者
ま
た

は
採
用
日
ま
で
に
資
格
を

取
得
す
る
見
込
み
の
方

②
准
看
護
師　
　
　

2
人
程
度

准
看
護
師
免
許
取
得
者
ま

た
は
採
用
日
ま
で
に
資
格

を
取
得
す
る
見
込
み
の
方

③
看
護
補
助
者　
　

2
人
程
度

④
管
理
栄
養
士　
　

2
人
程
度

管
理
栄
養
士
免
許
取
得
者

ま
た
は
採
用
日
ま
で
に
資

格
を
取
得
す
る
見
込
み
の

方
⑤
一
般
（
医
療
）
事
務
職
（
高　

　

校
卒
）　　
　
　

2
人
程
度

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
校

を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
令

和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方　

募
集
・
応
募
用
紙
の
提
出
期
限

　

11
月
11
日
㈪

（
郵
送
の
場
合
は
期
限
内
必
着
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://scha.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
の
請
求
・
提
出
場
所

　

小
豆
島
中
央
病
院 

　

人
事
・
秘
書
課

☎
75
︱
１
２
１
４

　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
に
居
場

所
あ
る
学
校
を
作
り
た
い
」
を

目
標
に
子
ど
も
も
大
人
も
、
と

も
に
歩
む
大
空
小
学
校
の
取
り

組
み
を
上
映
し
ま
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈰

◦
10
時
15
分
～

◦
13
時
30
分
～

◦
16
時
30
分
～

場
所　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
和
室

鑑
賞
料

◦
一
般　

当
日　
１
，０
０
０
円

　
　
　
　

前
売
り　

８
０
０
円

◦
20
歳
未
満　
　
　
　
　

無
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。
ま
た
、

託
児
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

N
PO

法
人SEED

S O
F 

　

H
O

PE

☎
０
９
０
︱
３
９
０
６
︱
７
８
９
３

　

演
劇
や
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ダ
ン
ス
な
ど
、
作
品
の
企
画
か

ら
公
演
ま
で
全
て
学
生
が
行
う

「
自
由
で
実
験
的
な
公
演
」
で

す
。

日
時　

　

11
月
28
日
㈭
～
12
月
1
日
㈰

場
所　

四
国
学
院
大
学

　
　
　

ノ
ト
ス
ス
タ
ジ
オ

※
詳
細
は
ノ
ト
ス
ス
タ
ジ
オ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

四
国
学
院
大
学
パ
フ
ォ
ー
ミ　

　

ン
グ
・
ア
ー
ツ
研
究
所　

　
（SIPA

）

☎
０
８
７
７
︱
６
２
︱
２
３
２
４

募
集
団
地
（
2
戸
）

◦
西
村
団
地
３
０
１
号
室

◦
蒲
生
団
地
２
３
１
号
室

募
集
期
間

　

11
月
1
日
㈮
～
14
日
㈭

家
賃　
世
帯
の
所
得
に
よ
り
決
定

申
し
込
み
資
格

①
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方

②
同
居
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方

（
60
歳
以
上
の
方
・
身
体
に

障
害
の
あ
る
方
【
手
帳
１

～
４
級
】
な
ど
は
、
１
人

で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。）

③
申
込
者
と
同
居
者
全
員
の
所

得
を
合
算
し
、
控
除
額
を

差
し
引
い
た
所
得
額
が
基

準
【
月
15
万
８
千
円
以
下
】

に
該
当
し
て
い
る
方

④
町
税
お
よ
び
町
が
定
め
て
い

る
使
用
料
、
手
数
料
な
ど

を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
家
賃
・
共
益
費
・
自
治
会
費

お
よ
び
敷
金
（
３
か
月
分
）

を
納
め
ら
れ
る
方

⑥
申
込
者
と
同
等
以
上
の
収
入

が
あ
り
、
原
則
と
し
て
町

内
居
住
者
で
あ
る
連
帯
保

証
人
を
た
て
ら
れ
る
方

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
者
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

※
町
外
の
方
で
も
応
募
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
競

合
し
た
場
合
は
町
内
の
方
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
居
者
の
決
定　

公
開
抽
選

※
詳
細
は
、
建
設
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課　

☎
82
︱
７
０
０
９

募
集
人
員　

15
人

修
業
年
限　

2
年

受
験
資
格　

①
高
等
学
校
以
上
卒
業
者

②
中
学
校
卒
業
者

募
集

R
ecru

itm
en

t

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

小
豆
島
准
看
護
学
院
学
生
募
集

小
豆
島
中
央
病
院

企
業
団
職
員
募
集

「
み
ん
な
の
学
校
」

小
豆
島
上
映
会

ノ
ト
ス
フ
リ
ン
ジ2

0
1

9

お

知
ら
せ

I
n
fo

rm
a
tio

n
FAX
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「
足
と
糖
尿
病
に
つ
い
て
」

日
時　

11
月
20
日
㈬

　
　
　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所　

小
豆
島
中
央
病
院
1
階

　
　
　

ふ
れ
あ
い
広
場

講
師　

中
岡
看
護
師

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
中
央
病
院　

内
科

☎
75
︱
１
１
２
１

日
時

　

11
月
23
日
㈯
～
12
月
2
日
㈪

　

9
時
～
19
時　

※
27
日
㈬
は
休
館
日
で
す
。

場
所　

サ
ン
・
オ
リ
ー
ブ　

　

温
泉
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

　

展
示
コ
ー
ナ
ー

料
金　

無
料

内
容　

◦
島
内
46
対
の
中
か
ら
も
う
一

　

度
見
た
い
こ
ま
い
ぬ
の
リ
ク

　

エ
ス
ト
展
示

◦
小
豆
島
以
外
の
こ
ま
い
ぬ
紹
介

◦
こ
ま
い
ぬ
寄
進
年
表

※
土
・
日
曜
日
は
、
こ
ま
い
ぬ

の
絵
を
描
い
た
り
観
察
ノ
ー
ト

の
つ
け
か
た
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
11
月
24
日
㈰
17

時
、
30
日
㈯
18
時
、
12
月
1
日

㈰
10
時
・
13
時
・
15
時
か
ら
30

分
ほ
ど
会
場
内
展
示
の
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
島
狛
犬
探
究
会

☎
82
︱
５
９
７
９

　

小
豆
島
観
光
協
会
で
は
月
に

一
度
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
小
豆
島

狛
犬
探
究
会
代
表
の
山
西
て
る

み
さ
ん
を
お
招
き
し
、
小
豆
島

の
こ
ま
い
ぬ
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日
㈭

　
　
　

14
時
～

場
所　

道
の
駅
小
豆
島
オ
リ
ー　

　

ブ
公
園　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　

ホ
ー
ル

講
師　

山
西　

て
る
み
氏

　
（
小
豆
島
狛
犬
探
究
会　

代
表
）

テ
ー
マ　

小
豆
島
の
こ
ま
い
ぬ　

　

に
つ
い
て

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い

主
催
・
申
し
込
み
先

　
（
一
社
）
小
豆
島
観
光
協
会

☎
82
︱
１
７
７
５

　

小
豆
島
え
ん
む
す
び
実
行
委

員
会
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独

身
男
女
に
出
会
い
の
場
を
提
供

す
る
縁
結
び
事
業
の
企
画
・
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
７
弾

と
な
る
今
回
は
、
美
味
し
い
ス

イ
ー
ツ
づ
く
り
や
お
し
ゃ
れ
な

夕
食
会
な
ど
の
素
敵
な
イ
ベ
ン

ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時　

12
月
14
日
㈯

　
　
　

11
時
～
20
時

　
　
　
（
受
付
10
時
30
分
～
）

対
象
者　

　

20
～
45
歳
の
独
身
の
方

◦
男
性
：
小
豆
郡
内
在
住
の
方

◦
女
性
：
住
所
地
を
問
わ
ず

定
員　

男
女
各
15
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

参
加
費　

５
，０
０
０
円

　
（
昼
食
・
夕
食
付
）

申
込
期
限　

11
月
20
日
㈬

※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

shodoshim
aenm

usubi.
com

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

【
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
こ
と
】

　

小
豆
島
え
ん
む
す
び
実
行
委　

　

員
会
事
務
局

　
（
土
庄
町
企
画
課
）

☎
62
︱
７
０
１
４

【
申
し
込
み
に
関
す
る
こ
と
】

　

小
豆
島
交
通
㈱　

☎
62
︱
１
２
０
３

日
時　

11
月
5
日
㈫

　
　
　

14
時
30
分
～
16
時
10
分

場
所　

小
豆
総
合
事
務
所
東
館　
　
　

　
　
　

1
階　

デ
イ
ケ
ア
室

内
容　

　

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

　
（
診
察
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
予
約
制
の
た
め
、
電
話
で
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

小
豆
総
合
事
務
所
保
健
福
祉
課

☎
62
︱
１
３
７
３

日
時
・
場
所

◦
11
月
8
日
㈮
（
要
予
約
）

　

11
月
22
日
㈮

　

10
時
～
15
時

　

小
豆
島
町
役
場
西
館
2
階　
　

　

会
議
室
5　

◦
11
月
20
日
㈬

　

10
時
～
15
時

　

池
田
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階　
　

　

保
健
指
導
室

※
11
月
8
日
㈮
の
年
金
相
談

は
、予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
日
本

年
金
機
構
・
高
松
東
年
金
事
務

所
ま
で
電
話
で
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

予
約
申
し
込
み
電
話
番
号

☎
０
８
７
︱
８
０
４
︱
０
５
０
８

※
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
、運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
で
き

る
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
際
に
は
、

委
任
状
お
よ
び
依
頼
を
受
け
た

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
物
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
住
民
課　

☎
82
︱
７
０
０
５

◦
池
田
窓
口
セ
ン
タ
ー　

☎
75
︱
０
５
５
５

日
時　

11
月
19
日
㈫　
　

　
　
　

10
時
～
16
時

場
所　

小
豆
島
町
役
場
本
館

　
　
　

１
階　

打
合
室
１

相
談
内
容　

　

経
営
相
談　
（
事
前
予
約
制
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課☎

82
︱
７
０
２
１

相
談

A
d
v
ice

思
春
期
相
談

年

金

相

談

糖
尿
病
教
室

香
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

小
豆
島
サ
テ
ラ
イ
ト

「
小
豆
島
の
こ
ま
い
ぬ
た
ち
」

パ
ネ
ル
写
真
展　

第
５
弾

第
57
回「
ま
る
ご
と
小
豆
島
」

セ
ミ
ナ
ー
開
催

小し
ょ
ー
と豆
ケ
ー
キde

恋
す
る
し
ま

婚
～Love so sw

eets

～
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11月　くらしのカレンダー
　

５日 火 思春期相談（要予約）14：30〜16：10　小豆総合事務所東館１階デイケア室
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

７日 木 特設人権相談所　10：00〜15：00　池田保健センター1階保健指導室

８日 金

健康相談　　　　 9：30〜10：30　草壁会館
食の教室Ｋ’ｓキッチン　10：00〜11：00　小豆島町役場西館１階保健センター
年金相談（要予約）10：00〜15：00　小豆島町役場西館２階会議室５
健康相談　　　　13：30〜14：30　城山会館

12日 火 心配ごと相談所　13：30〜15：30　小豆島町役場西館１階相談室３
行政相談　　　　13：30〜16：00　小豆島町役場西館１階相談室３

19日 火
健康相談　　　　10：00〜11：00　当浜第二集会所
よろず小豆島サテライト　10：00〜16：00　小豆島町役場本館１階打合室１
知財総合支援窓口（要予約）11：00〜15：30　小豆島町役場本館１階打合室２

20日 水

４か月児健診　　 9：00〜 9：45受付　

小豆島町役場西館１階保健センター（対象児：令和元年6月19日～8月20日生まれ）
10か月児健診　 10：20〜11：00受付
（対象児：平成30年12月19日～平成31年2月20日生まれ）
年金相談　　　　10：00〜15：00　池田保健センター1階保健指導室
特設人権相談所　13：00〜15：00　池田リベラルサンシャイン

22日 金
すくすくルーム　10：00〜12：00　イマージュセンター
（対象児：令和元年9月生まれ）
年金相談　　　　　10：00〜15：00　小豆島町役場西館２階会議室５

25日 月 健康相談　　　　10：00〜11：00　吉田地区浜集会所
行政相談　　　　13：30〜16：00　池田保健センター1階保健指導室

26日 火 心配ごと相談所　13：30〜15：30　池田保健センター1階保健指導室

28日 木 3歳児健診　　　13：15〜14：30受付　小豆島町役場西館１階保健センター
（対象児：平成28年3月6日～5月28日生まれ）

29日 金
健康相談　　　　10：00〜11：00　小豆島町役場西館１階保健センター
家族相談（要予約）14：00〜15：30　イマージュセンター
申込先　小豆総合事務所　保健福祉課　☎62−1373

小豆島町は「平和の町小豆島町」を宣言しています

町内の
【9月】 発生状況

事故・火災・救急

1月からの
累 計区　分 件　数 昨年同期

発　　生 0 15 24
負 傷 者 0 15 30
死 亡 者 0 1 0

火　　災 0 2 6
救　　急 55 621 620

【譲ります】

【求めます】

電動ベット
折り畳みベット（2台）
エレクトーン
毛糸（中細・複数色）

ベビーベット
安田小学校制服
（夏・冬用スカート）150〜160㎝

無償
無償
無償
無償

無償

無償

役場では品物を預かっていません。
また、家電 4 品目（テレビ・洗濯機・冷
蔵 ( 凍）庫・エアコン）については、リ
サイクル情報への掲載はしていません。
ご了承ください。
ジャポニカ百科事典はリサイクルできま
した。ご協力ありがとうございました。

お買い物は
地元商店を
使いましょう

リサイクル情報
（8・9月受付分）

「瀬戸内しまラジ！」放送中
　「瀬戸内しまラジ！」では、瀬戸内海・小豆島をはじめとした瀬戸内の島々の魅力を
お伝えしています。
　11月は、「紅葉の寒霞渓」、「年末年始の宿」、「オリーブオイル」、などの話題
をお届けする予定です。※放送内容は、変更になる場合があります。

「瀬戸内しまラジ！」の番組公式ブログ（http://shimaradio.seesaa.net/）では、小豆島のホッ
トなニュースをお届けしていますので、ぜひご一読ください。

FM香川　　周波数78.6MHz　　毎週火曜日 8：25〜8：30

納期月の末日が納期限です（土・日・祝・金融機関休業日と重なる場合はその翌営業日）

　　　　　　　　　納期限税　目 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月
町 県 民 税 １期 ２期 ３期 ４期
固 定 資 産 税 １期 ２期 ３期 ４期
軽 自 動 車 税 全期
国 民 健 康 保 険 税 １期 ２期 ３期 ４期 ５期
後期高齢者医療保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
介 護 保 険 料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期

今 月 の 納 税

のマークは小豆島町健康ポイント事業の対象です。

リサイクル用品の情報をお待ちしてい
ます。環境衛生課（☎ 82 − 7008）

建退共制度を
ご存知ですか

　建退共制度は、中小企業退
職金共済法に基づき建設現場
労働者の福祉の増進と建設業
を営む中小企業の振興を目的
として設立された退職金制度
です。
●加入できる事業主
　建設業を営む方
●対象となる労働者
　建設業の現場で働く方
●掛金
　日額310円
問い合わせ先
　建退共香川県支部
　☎ 087－851－7919
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町
上　

純
太
・
瑠
蘭

荒
井　

信
貴
・
リ
エ

日
岡　

勝
則
・
賢
子

松
岡　

学
志
・
愛
弓

氏
名　

夫　
　
　

妻

橘
安

田

室

生

蒲

生

地

区

　『 
神
懸
通
の
戦
前
戦
後
と
今
日
こ
の
頃 

』

現
住
所　

神
懸
通

堀ほ
り　
　

高こ
う
し
ょ
う昭さ

ん

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
名
勝
寒
霞

渓
の
麓
に
あ
る
上
村
（
小
豆
島

町
神
懸
通
）
の
小
生
は
草
壁
小

学
校
を
昭
和
二
十
三
年
三
月
に

卒
業
し
、
そ
の
後
五
ケ
町
村
組

合
立
内
海
中
学
校
（
草
壁
町
、

西
村
、
安
田
村
、
苗
羽
村
、

坂
手
村
）
に
入
学
し
ま
し
た
。

小
豆
島
高
校
を
卒
業
後
、
両
親

か
ら
離
れ
大
学
に
入
学
し
、
卒

業
後
は
金
融
機
関
に
就
職
し
ま

し
た
。
広
島
で
は
七
年
余
り
、

他
の
支
店
で
は
概
ね
三
年
毎
に

家
族
道
連
れ
で
各
地
を
転
々
と

し
、
最
後
の
勤
め
は
本
店
で
退

職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
連

会
社
で
六
十
四
歳
ま
で
勤
務

し
、
知
人
や
友
人
が
沢
山
い
る

小
豆
島
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
に
至
る
ま
で
先
祖
か
ら

引
き
継
い
だ
田
畑
を
守
っ
て

細
々
と
家
族
と
生
活
し
、
八
十

歳
を
過
ぎ
て
、
東
京
に
住
む
兄

と
何
か
故
郷
に
思
い
出
を
残
そ

う
か
と
の
話
に
な
り
、
天
津
神

社
（
通
称　

妙
見
さ
ん
）
に
鳥

居
を
奉
納
す
る
こ
と
を
決
め
、

令
和
元
年
八
月
に
無
事
奉
納
し

ま
し
た
。
天
津
神
社
は
森
の
中

に
あ
る
参
道
が
長
く
本
殿
あ
た

り
も
良
く
整
備
さ
れ
た
神
社

で
、
祖
父
が
明
治
二
十
八
年
、

父
が
昭
和
八
年
に
鳥
居
奉
納
に

関
わ
り
ま
し
た
。
戦
争
中
は
空

襲
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
小

学
校
の
教
室
を
移
し
地
区
内
生

徒
が
勉
強
し
た
り
、
よ
く
遊
ん

だ
思
い
出
深
い
場
所
で
す
。

　

ま
た
、
神
懸
通
で
は
町
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

施
餓
鬼
供
養
と
し
て
伝
わ
る
盆

行
事
（
川
め
し
）
が
あ
り
、
今

年
も
八
月
十
四
日
に
地
区
内
の

十
数
件
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
河
原
で
か
ま
ど
を
作

り
、
朝
日
が
昇
る
ま
で
に
食
べ

終
え
て
墓
参
り
を
し
ま
す
。
幼

少
の
頃
、
懐
中
電
灯
に
明
か
り

を
つ
け
母
に
連
れ
ら
れ
て
準
備

を
し
た
り
、
餓
鬼
飯
を
食
べ
た

り
し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
今
年
は
姉
、
姪
、
そ
の

子
ど
も
た
ち
や
移
住
者
と
と
も

に
行
い
ま
し
た
が
、
昔
は
別
当

川
の
あ
ち
こ
ち
で
あ
が
っ
て
い

た
煙
も
今
は
立
江
橋
の
上
だ
け

と
な
り
寂
し
く
、
来
年
は
も
っ

と
大
勢
の
方
と
行
い
た
い
で

す
。

　

自
宅
か
ら
見
え
る
名
勝
寒
霞

渓
は
戦
後
も
籠
や
二
十
数
頭

の
馬
が
お
客
を
乗
せ
て
毎
日

登
っ
た
り
下
っ
た
り
し
、
と
て

も
風
情
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和

三
十
八
年
に
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
が

開
通
し
、
馬
や
籠
が
な
く
な
っ

た
一
方
で
空
、
海
、
渓
谷
、
奇

岩
な
ど
四
季
折
々
の
変
化
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
民
や
島
外
の
皆
さ
ん
に
思

い
出
深
い
天
津
神
社
を
は
じ

め
小
豆
島
の
歴
史
や
文
化
に
触

れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

葊
瀨
キ
ミ
ヱ

濵
脇
さ
み
子

濱
口
重
男

岡　

綾
子

平
間
繁
夫

谷
本
テ
イ
コ

眞
砂
信
子

藤
本
幸
子

氏　

名

84 92 80 89 71 92 93 89 歳
祐

磨

繁

美

芳

子

敏

克

健
太
郎

広

志
誠
龍

男

届
出
人

西

村

神

浦

蒲

野

室

生
〃
蒲

生
〃
池

田

地　

区

三
宅
幸
子

藤
原
キ
ヨ
シ

濵

弘

矢
野
利
明

　

留
島
サ
ツ
キ

三
木
一
英

宗
保
俶
子

壷
井　

子

児
玉
達
也

葊
瀨
威
吉

阿
竹
ア
サ
ノ

福
山
金
男

竹
田　

守
86 91 93 87 86 84 88 89 59 91 75 93 82
道

文

康

寛

慶

和

達

善

好

広

明

彦

石
井
ゆ
か
り

美
記
江

貴

代

照

代

純

二

中
井
丈
二

笠
井
弘
美

〃〃
福

田

坂

手

田

浦

苗

羽
〃
馬

木
橘〃

安

田
〃
草
壁
本
町

９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で

︻
お
め
で
た
︼

︻
ご
結
婚
︼

︻
お
く
や
み
︼

人
動
の

き

※
掲
載
辞
退
の
方
は
、
届
け
出
時
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◎
出　
　

生　

（
５
人
）

◎
婚　
　

姻　

（
４
組
）

◎
死　
　

亡　

（
21
人
）

坂
下
逢お

う
り璃

武
山
碧あ

お
ば葉

山
﨑
陽は

る
と翔

上
杉
太た

お生

木
村
美み

ゆ
う裕

赤
ち
ゃ
ん

男女男男女性
別

剛彩
孝

志
新
俊

夫

届
出
人

安

田

片

城

西

村

中

山

池

田

地　

区

人　口
男　性
女　性
世帯数

人
人
人
世帯

（△ 27 人）
（△ 9 人）

（△ 18 人）
（△ 8）

（10月１日現在（　）内は前月比）

13,888
6,564
7,324
6,264

▽
こ
れ
か
ら
見
ご
ろ
を

迎
え
る
寒
霞
渓
の
紅
葉

や
こ
の
時
期
に
し
か
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な
い

オ
リ
ー
ブ
の
新
漬
け
な

ど
、
小
豆
島
の
秋
の
魅

力
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

あとがき
　　　　（編集を終えて）

オリーブバスは、みんなのバスです。路線バスを利用しましょう。


